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【開校 60 周年記念式典】 

 

令和２年１１月２８日（土）練馬区立小竹

小学校は開校６０周年記念式典を挙行いた

しました。新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、規模を縮小しての実施となりました。

在校生代表として５・６年生が出席し、お祝

いの言葉と合奏を披露させていただきまし

た。式にふさわしい立ち居振る舞いを見せて

くれました。校歌斉唱では、斉唱はできませ

んでしたが、Zoom を活用した吹奏楽部によ

る別室での演奏と日頃の小竹小の児童の様

子をスライド上映し、視聴していただきまし

た。以下、ご出席いただくことがかないませ

んでした皆様に、当日の式辞と５・６年生の

お祝いの言葉をお伝えしたく掲載いたしま

す。 

◆開校６０周年記念式典 校長式辞 

練馬区立小竹小学校 開校６０周年お
めでとうございます。 

本日、練馬区教育委員会教育長 河口 

浩 様をはじめ、ご来賓の方々をお迎え

し、本校開校６０周年記念式典を挙行で

きますことは、この上ない喜びでござい 

ます。ご来賓の皆様には、ご多用のとこ 

 

ろ、ご臨席を賜りまして、厚く御礼申し

上げます。 

小竹小学校は、昭和３５年、この４千

坪という広大な土地を提供してくださっ

た方々、旭丘小学校から独立するにあた

り協力・支援してくださった方々のおか

げで「練馬区立小竹小学校」として誕生

することができました。この年の６月、

旭丘小と小竹小のＰＴＡは、両校のこれ

からの発展を願う会を開いています。ま

た、翌年には、地域の教育力を高めるた

めに、旭丘中、旭丘小、小竹小の３校の

教育懇談会が小竹小で行われました。小

学校と中学校の連携がすでに始まってい

たのです。   

私は、過去の記念誌や地域の方々のお

話を聞き、３つの「バトン」が受け継が

れてきていることを感じました。   

 一つめは，「小竹小学校の教育を築き、

校風を創り上げてきた歴代校長先生はじ

め教職員の情熱」です。 

初代、大井 安美 校長は、小竹小の

教育をこう述べています。「小竹の教育

は、豊かな心をもつ、健康で明るい子供

の育成を目指し、子供たちが、深く考え

る学習をすることで、確かな学力を身に

付けていく。さらに自分のもっている力

を十二分に伸ばし、困難にたえ、生活を

きり拓いていくシンの強さと、はばひろ

い社会性・協調性を養うことをねらいと

する。」 

この開校当初の教育方針は、日々子供

たちに愛情をそそぎ、成長を楽しみに関

わってきた、教職員の歴史と伝統です。
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現在の本校の教職員にも引き継がれ、校

風づくりに結びついている「バトン」だ

といえます。 

二つめは、「保護者の皆さんの学校の

寄せる期待と信頼」そして、「地域ぐる

みで子供たちを守り育てる温かく優しい

地域」の「バトン」です。       

  本校のＰＴＡ活動には、開校当時か

ら子供たちのために、小竹の教育を支え、

励ましていただいています。また、地域

と共に様々な活動を考え、実践されてき

ています。地域との共催である「小竹の

森音楽祭」は、小竹の町の魅力的な行事

です。また、保護者同士のつながりの輪

を広げるための工夫も、積極的に行われ

てきました。歴代ＰＴＡ会長の皆様のご

尽力に敬意を表します。        

 小竹小学校より深い歴史がある小竹

町。数々の出来事には、喜ばしいことも

あり、困難な問題もありました。しかし、

小竹の町の皆さんは、真剣に話し合い、

よりよい町を創るという信念をもって、

町づくりをすすめています。町の行事、

学校応援団、各スポーツ団体など、住む

人をとても大事にしながら、子供たちの

「今」を思い、時代時代に応じた「子育

て町ぐるみ」の「バトン」を次の世代に

つないでいます。           

 三つめは、「小竹小学校の同窓生と在

校生」をつなぐ「バトン」です。    

今この時、４０４３名の卒業生が見守る

中、在校生の代表５・６年生は、緊張感

をもち式典に臨んでいます。歴史と伝統

ある小竹の子として「バトン」を受け継

いでいきます。この後、お祝いの言葉と

演奏を披露いたします。ご来賓の皆様。

「バトン」をしっかり受け取る姿をご覧

ください。 

 

５・６年生の児童の皆さん。 

昭和３４年、１９５９年、旭丘小学校

の分校として、小さな学校が小竹の町に

建てられました。長い歴史の中の、記念

すべき今日という日に、ここに出席でき

たことをしっかり心に刻んでください。 

二週間前、記念集会を開きましたね。

歴史を紐解くことで、新たな発見があり、

「今」と向き合い、「未来」について考

える、よい「学び」となりました。 

体育館と各教室をつなぐ新しい試み

で、素敵なハーモニーを生み出した全校

合奏。青い空に舞い上がったバルーンリ

リース。メッセージをつけて飛ばした風

船は、千葉県君津市、勝浦市まで飛んで

いき、温かいお返事も届きました。６年

生の発表の中にあった言葉。「小竹小の

歴史を未来につなぎ、地域の思いを感じ

ながら過ごしていきたい。」。素晴らし

いメッセージです。小竹小学校の在校生

の皆さんに伝えます。 

本校を誇りに思い、支援・協力してく

ださる小竹町の皆さん、同窓生の方々は、

常に私たちを見守ってくださっていま

す。在校生の皆さんは、こうした大勢の

方々の温かい気持ちに感謝し、大人にな

っても忘れずに過ごしましょう。「ふる

さと」である小竹の町、そして小竹小学

校を愛する心をいつまでももち続けてほ

しいと願っています。         

 

ご来賓、地域の皆様、保護者の皆様。 

 小竹小学校は、竹のごとく、しなやか

に、たくましく、これからも確かな歩み

を続けていきます。私たち教職員は、力

を合わせ、子供たちの夢を育むために、

地域と共に、小竹小学校の教育をさらに

発展させ、より一層の努力を重ねて参り

ます。ご指導、ご支援をよろしくお願い

申し上げます。 

結びになりますが、この度の記念行事

に際しまして、開校６０周年記念事業実

行委員長 佐藤 健治 様をはじめ、本

校ＰＴＡの皆様、地域の皆様、同窓会並

びに記念事業実行委員の皆様方には、多

大なるご支援、ご尽力をいただきました

ことに、心から感謝申し上げ、私の式辞

といたします。 

            

 
令和２年１１月２８日         

  練馬区立小竹小学校 校長 佐藤 正文 
 

 



◆５・６年生によるお祝いの言葉 

 
ふるさと小竹町 

昭和３５年 小竹小学校は誕生しました。 

それから６０年。 

音楽と緑にあふれる小竹町。 

「おはよう。」「学校がんばってね。」 

登下校の時に声をかけてくれる町のみな

さん。 

いつも、やさしくあたたかく見守ってく

ださいます。 

学校を中心に、たくさんの公園がある町。 

４０４３人の先輩たちが小竹小学校で学

びました。 

 

大好きな「小竹小」 

開校６０周年の今年、小竹小学校には 

３２６名の児童がいます。 

教育目標 

「共に生きる子ども」 

「かしこく」 

「やさしく」 

「たくましく」 

友達と考えを出し合ったり、意見を交換

したりしながら進める毎日の学習。 

「できた」「わかった」 

「難しいな」「一人じゃ無理だよ」 

さまざまな思いを友達と分かち合うこと

で、勇気と自信が湧いてきます。 

子供たちの夢が形になった、校庭の遊具

「デラックスプリン」。 

先輩たちの願いを受け継ぎ、みんなで楽

しく譲り合って遊び、優しさや思いやり

の心を育みます。 

広い校庭のある小竹小学校。 

休み時間に走り回ったり、ボールをけっ

たり、のびのびと遊ぶことができます。 

全校児童がみんな明るく仲良しの小竹小

学校が大好きです。 

 

未来へつなごう小竹の「バトン」 

小竹小学校、６０年の歴史と伝統の「バ

トン」。 

先輩たちが駆け抜け受け渡されてきた小

竹の「バトン」は、今、私たちの手の中

にあります。 

このバトンを下級生に渡し、１０年後、

２０年後の未来につないでいくことがで

きるように、私達もずっと、小竹小学校

を大切に見守っていきたいと思います。 

未来へつなごう小竹の「バトン」。 

５年生、６年生が心を合わせて小竹小学

校の６０周年を学年合奏で華やかにお祝

いします。 

５年生は、小竹小学校が希望にあふれる

未来に向かってどんな時も力強く前に進

めるように、「クラッピングファンタジ

ー第 6 番 ヘッドウィンド～風に向かっ

て進め～」 

６年生は、開校６０周年の歴史を思い 

これまで支えてくださった皆様への感謝

の気持ちを込めて、「ソラシド連太鼓」

を演奏します。 

 

（５年生演奏）（６年生演奏） 

 

おめでとう「小竹小」 

小竹小学校 開校６０周年。 

私たちのふるさと 小竹町で 

子供たちの夢がひろがるように 

地域の皆様、保護者の皆様、 

これからも、小竹小学校を見守ってくだ

さい。 

おめでとう 小竹小学校。 

おめでとう 小竹小学校。 

 

令和２年も残り４週間となりました。開校

６０周年をお祝いした子供たちが、この町を

愛し、学校が大好きになり、健やかに成長で

きるように、今後も見守っていきたいと思い

ます。 

今月もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【同窓会より記念品 屋外掲示板】 

 



１２月の行事予定
朝会 相談室日 曜 学校行事

火 マラソン月間1

2 B水

心3 B 13:00木 就学時健康診断 下校

4 15:00金 ５・６年保護者会

土5

日6

ス7 月 委員会児童

心8 火 安全指導日 ６年選挙体験教室

15:00３・４年保護者会

水 ４年邦楽体験教室9 B

心10 15:00木 １・２年保護者会

６年保健授業（歯科）

金 ５年邦楽体験教室11 集会

土 土曜授業 全学年学校公開12 B

日13

月 クラブ14 児童

心15 火 たてわり班活動 避難訓練

ス16 B水

心17 木 ３・４年校内研究授業

金 マラソン月間終18

土19

日20

ス21 月 大掃除週間児童

心22 火

23 B水

心24 木

金 ２学期終業式 給食終25 終業

土26

日27

～ 冬季休業日28 1/7

金 ３学期始業式 ４時間授業 給食始1 /8 始業

土 土曜授業 ２・４年授業公開9 B

ス：スクールカウンセラー出勤日

心：心のふれあい相談員出勤日

０８０－２０１０－０９３２（直通）

１2日(土)学校公開
グループ グループ2校時 A 3校時 B

・全学級の授業を公開します。

感染予防対策にご協力お願いいたし

ます。
・時間割など詳しくは後日配付する
お知らせをご覧ください。

小竹小学校の教育活動に関する

アンケートのお願い

期間：１１月30日（月）～７日（月）

本校では、毎年、保護者の皆様を対象に学

校アンケートを実施し、今年度４月からの学

校の取り組みを振り返る資料にさせていた

だくとともに、今後の教育活動に生かしてい

きたいと考えています。つきましては、ご多

用のところ申し訳ありませんが、アンケートへ

のご記入、ご提出をよろしくお願いいたしま

す。よく分からない点がございましたら、お子

様と話し合ってご記入ください。 に全員提出

ご協力お願いいたします。

邦楽体験教室
―オリンピック・パラリンピック教育―

９日(水)2校時 4-1 3校時 4-2

11日(金)2校時 5-1 3校時 5-2

日本の伝統文化理解の学習として、筝の

鑑賞と演奏体験をします。昨年度体験した

６年生は、先日の６０周年記念式典で筝を

取り入れた曲を演奏しました。

ご 報 告

開校６０周年の記念品として、小竹小学校

同窓会から屋外掲示板（正門前に設置）と筝

一揃いをいただきました。

また、PTAからは児童一人一人に文具セッ

ト（鉛筆、定規、下敷き）をいただきました。

大切に使わせていただきます。ありがとう

ございました。


